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ひ
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一
万
六
千
年
前
か
ら
縄
文
時
代
と
言
わ
れ
る
食
文
化
は
、
決
し
て
「原
始
時
代
」で
は
な
い
。 

海
の
幸
、
山
の
幸
も
豊
か
で
、
農
耕
も
あ
った
の
だ
と
思
う
。
自
然
に
分
け
入
る
生
活
か
ら
、 

自
然
か
ら
距
離
を
置
い
て
共
生
し
、
豊
か
な
文
明
を
築
い
て
ゆ
く
時
代
に
今
は
な
った
の
だ
。 

筆
者
が
住
む
神
社
境
内
の
栗
は
、
少
な
く
と
も
千
三
百
年
前
か
ら
代
を
継
い
で
い
る
。 


